
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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●目標指標

達成

状況
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●市政に対する市民の評価

目標値

27年 32年

%

%

%

%

93.98 96.0 96.0

68.96 68.0 93.0

91.0

78.3
(24年)

― 75.5 78.0 80.0

関連する施策の内容（小施策）

58.87 64.24

―

〔2〕

△ 94.56

活動

活動

○

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

有収率

基幹管路の耐震化率

関連する施策の内容（小施策）

94.57

〔6〕

△

〔3〕

〔4〕

〔5〕

節水に努めている市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

安心して水道が利用できると思う市民の割合

成果

◎ 成果

めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
水道水が安定的に供給されています。

災害時に備えた応急給水体制が整備されています。

安心でおいしい水を享受しています。

節水に努めています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 15
水資源部長

151 水道課水源の確保と水質管理

上水道

関係課

91.8
(24年)

93.0 89.0

152

153

154

155

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

水道水の安定供給

災害対策の充実

事業運営基盤の強化

お客様サービスの向上

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 ％

〔2〕 ○ 活動 項目

〔3〕 ○ 活動 ％

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

原水水質監視項目数

32年

16

26年 27年25年

水源利用率　(1日平均配水量／確保している水源水量)×100 77.7 78.0

水質基準不適合率　(水質基準不適合回数／全検査回数)×100

現状分析と課題

水源の確保と水質管理151

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

単位

備　考

82.1

名称

― ―

水道課担当課

関係課

27年度 28年度

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

16 16

0

―

目標値実績値

0

16

00

78.6 77.8

成　果

％

― ―

刈谷市

77.7

高浜市知立市

比較項目

西尾市 ―

77.4 ―

単位水源利用率

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

自己水源の適切な点検・清掃及び施
設の更新による取水能力の維持 

水源浄水場や各配水場の水質管理の
強化 

現状分析 課題の整理 

水需要の的確な予測や、県営水道の
受水計画を適時見直しなどによる効
率的かつ効果的な水源の確保 

 

○安定した水量・水質を維持し、効率的・
効果的な水源の確保に努めることが必要。 

◆水質検査計画を毎年更新、年度当初にホームページにおい
て公表している。 

◆県営水道の受水計画を適宜見直し、効率的かつ効果的な水
源の確保に努めている。 

 

取水施設の定期的かつ適切な点検及
び修繕等の実施 

深井戸洗浄委託    ３件 

深井戸ポンプ点検委託 ４件 

深井戸ポンプ修繕   ５件 

配水量実績や、県水受水量実績を踏
まえ、毎年度県営水道の受水計画を
作成 

作成した受水計画を基に、
効率的な受水申込みを実施
している 

計器類や薬品注入設備等の定期的か
つ適切な点検及び修繕・更新等の実
施 

薬液注入設備保守点検委託 

色度濁度計点検委託 

配水残留塩素計修繕 

次亜注入ポンプ修繕 

次亜タンク取替工事 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 ％

〔2〕 ○ 活動 ％

〔3〕 ○ 成果 ％

〔4〕 ○ 成果 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 152 水道水の安定供給
担当課 水道課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

― ―

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

自己保有水源率　(自己保有水源水量／全水源水量)×100 29.6 29.6 29.6 29.6

配水池貯留能力　配水池総容量／1日平均配水量 61.1 61.7 61.8 61.5

原水有効利用率　(年間有効水量／年間取水量)×100 97.4 96.4 96.7 97.5

比較項目 自己保有水源率 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

29.6 ― ― 17.5 25.7 ―

水源余裕率 　[(確保している水源水量／1日最大配水量)－1]×100 10.1 13.0 12.1 12.0

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

水需要の的確な予測による供給水量の
確保 

水源浄水場や各配水場設備の適正な
維持管理、老朽化した水道施設の計
画的な更新 

現状分析 課題の整理 

○水源浄水場、配水場の長寿命化、建替え
及び水源のあり方について検討し、事業認
可を変更する必要がある。 

○企業債の借入れ及び水道料金の改定につ
いても合わせて検討し、財源の確保に努め
ることが必要である。 

◆水需要の予測を的確に行い、水需要に応じた供給水量を
確保した。 

◆水源浄水場、横根配水場、一ツ木配水場、南部配水場等
の機械及び電気計装設備等を計画的に更新した。 

配水量実績を基に水需要の予測を
策定 

的確な水需要予測により、
年間配水量に対して有効に
供給される水量の確保が出
来ている 

水源浄水場及び各配水場設備の更
新・点検等を、施設更新等計画表に
基づき適切に実施 

（H25） 

 施設点検委託等 26件 

 修繕      33件 

 更新工事    12件    

（H2６） 

 施設点検委託等 25件 

 修繕      23件 

 更新工事     4件    

（H27） 

 施設点検委託等 24件 

 修繕      18件 

 更新工事     2件 

既設ＰＣ配水池4基の耐震診断
を行い、低コストで適切な補
強又は更新計画の策定 ＰＣ配水池の耐震詳細診断

の実施 4基 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 ％

〔2〕 ○ 活動 （箇所／
100㎢）

〔3〕 ○ 活動 台

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 153 災害対策の充実
担当課 水道課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

― ―

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

給水拠点密度　 （配水池・緊急貯水槽数/給水区域面積）×100 41.6 41.6 41.6 41.6

給水車保有台数 3 3 3 3

比較項目 基幹管路の耐震化率（H27年度末時点） 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

68.96 66.02 29.46 39.8 19.14 22.01

基幹管路の耐震化率 58.87 64.24 68.96 93.00

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

救急医療機関や避難所へ至る配水
ルートを確保するため、水道管の耐
震化推進 

災害や断水時に備えた水道施設の危
機管理体制の強化 

応急給水用資器材の整備、応急給水
体制の充実 

現状分析 課題の整理 

基幹管路耐震化促進事業 

（震災対策） 

○南海トラフ巨大地震等に備えるため、
基幹管路の耐震化の推進及び応急体制の
強化が必要である。 

◆基幹管路（φ300以上）約４１kmのうち、２８ｋｍの
耐震化を進めた。 

  

◆南海トラフ巨大地震等に備え、応急体制を強化するよう
「地震防災応急対策要綱」の見直しを実施している。 

基幹管路（φ300以上）約41km
の耐震化率 

 68.96% 

応急給水・応急復旧用に備蓄さ
れている資機材の点検と備蓄台
帳の更新を実施 

 

総合防災訓練や自主防災会等が
主催する防災訓練と連携して、
応急給水訓練を実施 

避難所毎の応急給水台帳を整備 

 

「地震防災応急対策要綱」の見直し 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 円

〔2〕 ◎ 成果 円

〔3〕 △ 成果 ％

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向、〔２〕給水原価 H27年度実績：算出式変更あり

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 154 事業運営基盤の強化
担当課 水道課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

― ―

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

供給単価：給水収益／有収水量 133.70 133.65 133.44 133.54

有収率：有収水量／総配水量 94.57 94.56 93.98 96.0

比較項目 有収率（H27年度決算） 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

94.0 92.7 95.3 92.4 94.9 96.3

給水原価：(経常費用－受託工事費－材料及び不用品売却原価)／有収水量 134.47 137.34 127.34 126.50

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

将来の施設更新に備えた安定的な事
業運営 

現状分析 課題の整理 

○水源浄水場、配水場の長寿命化、建替え及び水源

のあり方について検討し、事業認可を変更する必要

がある。 

 

○企業債の借入れ及び水道料金の改定についても合

わせて検討し、財源の確保に努めることが必要であ

る。 

◆将来の大規模な施設更新のあり方について、決算
状況や今後の財政状況に照らし合わせて検討し、適
正に施策を進めている。 

 

施設の長寿命化に繋げるよ
う、計画的に施設点検、修
繕を実施し、日々の経費削
減に努めた 

 

財政シミュレーションの結
果から次年度の検討課題を
抽出 

 

浄水場及び配水場設備の効率
的な運用方法の検証 

 

 

 

中長期の財政シミュレーショ
ンにより、効率的な経営方針
の確立 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 成果 人

〔2〕 ◎ 成果 ％

〔3〕 ◎ 成果 ％

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考

成　果

現状分析と課題

―

0.070 0.030 0.080 0.080 0.270 0.040

比較項目 不能欠損率 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

不納欠損率 0.162 0.081 0.070 0.050

水道施設見学者数 1,220 1,058 1,022 1,100

滞納繰越分収納率 69.2 73.9 96.9 98.0

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

― ―

決算／基本施策内での割合 ― ― ― ― ―

予算／基本施策内での割合 ― ― ― ―

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 155 お客様サービスの向上
担当課 水道課

関係課

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

営業日の拡充や経営状況の公表充実な
どによるお客様サービスの向上 

「アクアルームかりや」の展示内容
の充実 

安全でおいしい水のPR、水道水の
評価向上 

現状分析 課題の整理 

水道料金収納等委託事業 

○民間事業者の導入による効果測定を行い、
必要に応じた指導・助言により、さらなる市
民サービス向上、料金収納率向上に努めるこ
とが必要。 

○「アクアルームかりや」の利用者増大に向
けたＰＲの充実。 

○より一層、水と水道への理解を深めるよう
市民への新たな啓発方法の検討が必要。 

◆民間事業者と包括業務委託を締結、開栓・閉栓業務、水道
料金収納業務の休日・夜間受付を実施 

新規開栓者全員に対し、口座振替
依頼書を送達             5,279件 

 

土日・夜間対応件数  7,012件 

◆水と水道への理解を深める施設「アクアルームかりや」に
おいて、小学生に見学機会を提供、土日開放など実施 

アクアルームかりやで、水道につい
て楽しみながら学ぶ空間づくりの実
施 

小学生見学者が見て、わかりや
すく学べるよう、DVD機器の
更新や写真を掲載した 

各課等が開催する会議・イベン
ト等にてあいちの水を配布 

         1,434本 

 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆・・・・ 

◆・・ 

 

１ 

◆・・ 

◆・・ 

 

○ 

○ 

○ 

○本市水道事業は、良好な経営状況、
施設更新状況であり、市民の満足度も
他の施策に比べ高いことから現状は特
に問題はないと思われる。 

 しかし、将来的には、水源浄水場の
更新を含めた大規模な施設更新が必要
であり、更新費用に係る財源確保が不
可欠であるため、水道料金の見直しや
企業債の借入などの財政計画を随時見
直しながら、健全経営を維持しつつ、
来るべき更新時期に備える必要がある。 

 また、他市水道事業との連携も強化
しながら、水道事業の広域化の検討を
行っていく必要がある。 

◆・・ 

 

水源の確保 

と水質管理 

水道水の 

安定供給 

災害対策 

の充実 

お客様 

サービス 

事業運営基盤 

の強化 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

課題の整理 現状分析 

◆水質検査計画を毎年更新、年度当初にホームページにお

いて公表している。 

◆県営水道の受水計画を適宜見直し、効率的かつ効果的な

水源の確保に努めている。 

 

○市民満足度の高い水道事業の維持、
安定化。 

 

○水源浄水場、配水場の長寿命化、

建替え及び水源のあり方について検

討し、事業認可を変更する必要があ

る。また、企業債の借入れ及び水道

料金の改定についても合わせて検討

し、財源の確保に努めることが必要

である。 
 

○他市水道事業との連携も強化しな
がら、水道事業の広域化の検討を
行っていく必要がある。 

水源の確保 

と水質管理 

水道水の 

安定供給 

災害対策 

の充実 

お客様 

サービス 

事業運営基盤 

の強化 

◆安定した水量・水質の維持、施設のあり方の検討 

◆市民からの評価を得ている良好な水質の維持、安全な水の
供給 

◆基幹管路の耐震化の推進 

◆健全経営の維持と経営戦略計画の確立 

◆市民サービス、収納率の向上 

◆水需要の予測を的確に行い、水需要に応じた供給水量を確
保した。 

◆水源浄水場、横根配水場、一ツ木配水場、南部配水場等の

機械及び電気計装設備等を計画的に更新した。 

◆基幹管路（φ300以上）約４１kmのうち、２８ｋｍの耐

震化を進めた。 

◆南海トラフ巨大地震等に備え、応急体制を強化するよう

「地震防災応急対策要綱」の見直しを実施している。 
 

◆将来の大規模な施設更新のあり方について、決算状況や

今後の財政状況に照らし合わせて検討し、適正に施策を進

めている。 

 

◆開栓・閉栓業務、水道料金収納業務の休日・夜間受付を実
施。 

◆水と水道への理解を深める施設「アクアルームかりや」に
おいて、小学生に見学機会を提供、土日開放など実施。 

 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

水道 Ⅵ Ⅲ

水道 Ⅶ Ⅳ

水道 Ⅷ

水道 Ⅸ

水道 Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

水道課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

事業は全て水道事業会計

施策の内容(小施策)

上水道

関係課

155

152

基本施策 15

151

153

154

水源の確保と水質管理

水道水の安定供給

災害対策の充実

事業運営基盤の強化

お客様サービスの向上

4

3

2

Ⅲ1 浄水・配水施設管理運営事業
1,480,088 1,528,188 1,428,978

高
い

1,397,179 1,342,780 ―

水道水の安定供給

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

高
い

高
い

高
い

現状維持

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

事業は全て水道事業会計

152

4

3

水道課
1,397,179 1,342,780 ―

高
い

高
い

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 浄水・配水施設管理運営事業
1,480,088 1,528,188 1,428,978

2

151 水源の確保と水質管理

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

担当課

153 災害対策の充実

水道課

担当課

水道課

担当課

水道課

事業は全て水道事業会計

155 お客様サービスの向上

4

事業は全て水道事業会計

3

4

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 水道料金収納等業務委託事業
83,404 83,404 83,404

高
い

83,404 83,404 ―

高
い

2

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

3

2

高
い

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 公営企業会計制度支援業務委託事業
3,240 5,600 5,400

高
い

3,240 5,556 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

事業は全て水道事業会計

154 事業運営基盤の強化

4

3

2

高
い

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1
基幹管路耐震化促進事業（震災対
策）

497,910 742,854 602,620
高
い

381,683 592,878 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


